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ー．2010 年 9 月 11 日；大阪． 
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9) 山田 惠．Diffusion tensor imaging 最近の話題．第 22 回岡山 MRI 撮像技

術研究会．2010 年 12 月 11 日；岡山． 
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11) 山上卓士．インターベンショナルラジオロジー –消化器疾患を中心に-．第
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12) 山上卓士．RFA(肝臓)技術教育セミナーⅠ．第 39 回日本 IVR 学会総会． 2010
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13) 奥山智緒．PET/CT の診断のピットフォール．(生涯教育セミナー)．第 46 回

日本医学放射線学会秋季臨床大会．2010 年 9 月 18-20 日(9 月 18 日)；横浜． 
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5－7 日；東京． 
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6) 吉松梨香．パネルディスカッション 帰ってきた言いたい放談-こんな筈で

なかった IVR-．第 39 回 IVR 学会総会．2010 年 5 月 20-22 日（5月 21 日）；

東京． 

 

 

３）一般講演（ポスター発表を含む） 

1) 山崎秀哉、田中英一、吉田 謙、栗山啓子、西村拓哉、小林加奈、坪倉卓司、

小谷直広、西村恒彦．APBI後放射線皮膚炎の経時的客観的評価．第69回日本

医学放射線学会総会．2010年4月9日；横浜． 

 

2) 山崎秀哉、小泉雅彦、鍵谷 勤、坪倉卓司、小林加奈、小谷直広、相部則博、

西村恒彦．低酸素増感剤サナゾールを用いた放射線治療の臨床研究．日本放

射線腫瘍学会第 23 回学術大会．2010 年 11 月 19 日；東京． 

 

3) 赤澤健太郎、山田 惠、西田香織、佐野優子、結縁幸子、西村恒彦．脳血管

の動脈硬化の重症度判定における動脈壁公表下の有用性についての検討． 

第 39 回日本神経放射線学会．2010 年 2 月 10 日；東京．（P．79） 

 

4) 田中章浩、笠井高士、栗山長門、白石裕一、中村猛、山野哲弘、山田 惠、

中川正法．大動脈プラーク厚評価における経食道超音波と CT angiography

の比較．日本脳卒中学会総会．2010 年 4 月 16 日；盛岡．（神経内科との共

同研究） 

 

5) 栗山長門、水野敏樹、笠井高士、田邑愛子、渡邉明子、山田 惠、渡邊能行、

中川正法．深部白質病変進行のリスク因子としての TGF-β1 値の検討．日本



脳卒中学会総会．2010 年 4 月 16 日；盛岡．（神経内科との共同研究） 

 

6) 田邑愛子、笠井高士、藤原康弘、永金義成、栗山長門、水野敏樹、中川正法、

山田 惠．Long insular artery 梗塞の病態 -レンズ核線条体動脈梗塞との

比較．日本脳卒中学会．2010 年 4 月 16 日；盛岡．（神経内科との共同研究） 

 

7) 笠井高士、永金義成、山田丈弘、渡邉明子、水野敏樹、中川正法、栗山長門、

山田 惠．Skip lesion を伴うレンズ核線条体梗塞の FA 値の検討．日本脳

卒中学会総会．2010 年 4 月 16 日；盛岡．（神経内科との共同研究） 

 

8) 安池政志、三宮奈々、田添 潤、赤澤健太郎、山田 惠、西村恒彦．Crowned 

dense syndrome の 1 例．第 296 回日本医学放射線学会関西地方会．2010 年

11 月 13 日；大阪． 

 

9) 水野敏樹、細見明子、田邑愛子、山田丈弘、冨井康宏、近藤正樹、山田 惠、

中川正法．高齢発症 CADASIL8 例の検討．日本脳卒中学会総会．2011 年 3 月

24 日；東京．（神経内科との共同研究） 

 

10) 小谷直広、吉松梨香、坪倉卓司、山上卓士、山崎秀哉、西村恒彦．中咽頭癌

に対する動注化学放射線療法．第 294 回日本医学放射線学会関西地方会． 

2010 年 2 月 6 日；大阪． 

11) 吉松梨香、山上卓士、田中 治、三浦寛司、田中 匡、西村恒彦、山内紀人． 

肝動注リザーバー留置後に生じた HIT の１例．日本 IVR 学会第 28 回中部・

第 27 回関西合同地方会．2010 年 2 月 20 日；名古屋． 

12) 武澤康信、新井祐志、藤田伸弥、吉田敦彦、山上卓士、田中 治、吉松梨香、

久保俊一．TKA 後に生じた反復性膝関節血症に対して選択的動脈塞栓術を施

行した１例．第 40 回日本人工関節学会．2010 月 26 日-27 日；沖縄． 

13) 松本知博、山上卓士、寺山耕司、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、三浦寛司、

伊藤博敏、西村恒彦．部分的脾動脈塞栓術後に発症する門脈・脾静脈血栓症

の危険因子と臨床経過についての検討．第 69 回日本医学放射線学会総会．

2010 年 4 月 8-11 日(4 月 9 日)． 

14) 三浦寛司、山上卓士、吉松梨香、松本知博、寺山耕司、西村恒彦．横隔膜ド

ーム直下の肝細胞癌に対する CT 透視ガイド下ラジオ波凝固療法に伴う気胸

の頻度について．第 69 回日本医学放射線学会総会．2010 年 4 月 8-11 日(4



月 9日)；横浜． 

15) 鈴木孝信、山上卓士、田中 治、吉松梨香、三浦寛司、西村恒彦．肋骨直下

の病変に対する RFA における gantry tilt 法の安全性と有用性の検討．第

69 回日本医学放射線学会総会．2010 年 4 月 8-11 日(4 月 9 日)；横浜． 

16) 小谷直弘、坪倉卓司、山崎秀哉、吉松梨香、山上卓士、西村恒彦．中咽頭癌

に対する動注化学放射線療法．第 69 回日本医学放射線学会総会．2010 年 4

月 8-11 日(4 月 10 日)；横浜． 

17) 田中 治、山上卓士、吉松梨香、三浦寛司、田中 匡、廣田達哉、石原 潔、

西村恒彦．B-RTO の治療効果判定に D-ダイマー測定は有用か? 第 39 回日本

IVR 学会総会．2010 年 5 月 20-22 日（5月 21 日）；東京． 

18) 吉松梨香、山上卓士、田中 治、三浦寛司、田中 匡、西村恒彦．CT 透視

ガイド下肺生検におけるフルオートマチック針とセミオートマチック針の

比較検討．第 39 回日本 IVR 学会総会．2010 年 5 月 20-22 日（5 月 21 日）；

東京． 

19) 山上卓士、田中 治、吉松梨香、三浦寛司、西村恒彦．モンテプラーゼを用

いた endovascular thrombolysis の経験．第 39 回日本 IVR 学会総会．2010

年 5 月 20-22 日（5月 22 日）；東京． 

20) 平木隆夫、山門亨一郎、池田 理、松岡利幸、神納敏夫、山上卓士、郷原英

夫、三村秀文、河中功一、竹田 寛、山下康行、井上佑一、小川敏英、西村

恒彦、金澤 右．肝細胞癌肺転移に対するラジオ波焼灼療法：多施設共同研

究の結果．第 39 回日本 IVR 学会総会．2010 年 5 月 20-22 日（5 月 22 日）；

東京． 

21) 松本知博、山上卓士、森下博之、飯田茂晴、田添 潤、浅井俊輔、増井浩二、

池田 純、永田昭博、佐藤 修、西村恒彦．特発性大網動脈破裂に対し TAE

を施行した一例．日本 IVR 学会第 28 回関西地方会．2010 年 6 月 26 日；大

阪． 

22) 三宮奈々、三浦寛司、山上卓士、田中 治、吉松梨香、西村恒彦、藤原 斉．

食道癌の全身化学療法中に発症したsegmental arterial mediolysisの1例．

第 295 回日本医学放射線学会関西地方会．2010 年 7 月 10 日；大阪． 

23) 吉松梨香、山上卓士、田中 治、奥田孝太郎、西村恒彦．心膜横隔静脈経由

で胃静脈瘤に対するB-RTOを施行した一例．第17回日本門脈圧亢進症学会．

2010 年 9 月 9 日；富山． 



24) 田中 治、山上卓士、吉松梨香、三浦寛司、西村恒彦．B-RTO の治療効果判

定に D-ダイマー測定は有用か?．第 17 回日本門脈圧亢進症学会．2010 年 9

月 9 日；富山． 

25) 奥山智緒、松島成典、小谷直広、相部則博、牛嶋 陽、西村恒彦．甲状腺が

んの放射性ヨード投与後の推定体内残存量の測定に関する検討．第*回日本

核医学会近畿地方会．2010 年 7 月 24 日；大阪． 

 

26) 小林加奈、沖原宏治、相部則博、小谷直広、坪倉卓司、鴨井和実、高屋久志、

山崎秀哉、三木恒治、西村恒彦．前立腺癌永久挿入密封小線源療法における

前立腺形状と必要線源個数の相関について．第69回日本医学放射線学会．

2010年4月10日；横浜．（泌尿器科と共同） 

 

27) 沖原宏治、鴨井和実、内藤泰行、岩田 健、河内明宏、三木恒治、小林加奈、

西村恒彦．前立腺癌永久挿入密封小線源療法における、総線源強度Ｎｏｍｏ

ｇｒａｍ作成の試み．第98回日本泌尿器学会．2010年4月28日；盛岡．（泌

尿器科と共同） 

 

28) 石田博万、沖原宏治、鴨居和実、岩田 健、内藤泰行、高羽夏樹、小林加奈、

山崎秀哉、西村恒彦、三木恒治．前立腺癌中間リスク症例に対する内分泌併

用小線源療法の初期治療成績．第98回日本泌尿器学会．2010年4月28日；盛

岡．（泌尿器科と共同） 

 

29) 岩田 健、沖原宏治、鴨井和実、小林加奈、西村恒彦、三木恒治．前立腺癌

密封小線源治療におけるＨｙｂｒｉｄ法の有用性．第24回日本

Endourology・ESWL学会総会．2010年10月22日；京都．（泌尿器科と共同） 

 

30) 岩田 健、沖原宏治、石田博万、内藤泰行、鴨井和実、小林加奈、山崎秀哉、

西村恒彦、三木恒治．前立腺癌中間リスク症例に対する内分泌併用小線源療

法の治療成績．日本癌治療学会第48回学術集会．2010年10月28日；京都．（泌

尿器科と共同） 

 

31) 鴨井和実、沖原宏治、内藤泰行、岩田 健、河内明宏、三木恒治、小林加奈、

西村恒彦．前立腺癌永久挿入密封小線源療法における、総線源強度Nomogram

作成の試み．日本癌治療学会第48回学術集会．2010年10月28日；京都． 

 



32) 赤澤健太郎、山田 惠、西田香織、佐野優子、結縁幸子、西村恒彦．脳血管

の動脈硬化の重症度判定における動脈の壁肥厚評価の有用性についての検

討．第 39 回日本神経放射線学会．2010 年 2 月 11－13 日；東京． 

 

33) 後藤眞理子、梶原万里子、加奥節子、米倉利香、沢井清司、結縁幸子、西村

恒彦．造影 MRI による乳癌術前化学療法局所効果判定．–Trastuzumab 併用

例における評価法の検討–．第 18 回日本乳癌学会学術総会．2010 年 6 月 25

日；札幌． 

 

34) 小谷直広、相部則博、西村拓哉、小林加奈、坪倉卓司、山崎秀哉、西村恒彦．

中咽頭癌に対する動注化学放射線治療．第 69 回日本医学放射線学会総会．

2010 年 4 月 10 日；横浜． 

 

35) 相部則博、小谷直広、高屋久志、西村拓哉、小林加奈、坪倉卓司、山崎秀哉、

西村恒彦、岡部春海．TomoTherapy による全骨盤 IMRT の初期経験．第 69 回

日本医学放射線学会総会．2010 年 4 月 9 日；横浜． 

 

36) 相部則博、小谷直広、高屋久志、西村拓哉、小林加奈、坪倉卓司、山崎秀哉、

西村恒彦、岡部春海．TomoTherapy による全骨盤 IMRT の初期経験．第 295

回関西地方会（第 367 回レントゲンアーベント）．2010 年 7 月 10 日；大阪． 

 

37) 相部則博、小谷直広、高屋久志、西村拓哉、小林加奈、坪倉卓司、山崎秀哉、

西村恒彦、岡部春海．TomoTherapy による全骨盤 IMRT の初期経験．日本放

射線腫瘍学会第 23 回学術大会．2010 年 11 月 19 日；東京． 

 

38) 西田香織、結縁幸子、徳井聡子、中村尚子、佐野優子、赤澤健太郎、山田 惠、

西村恒彦．T2 強調像及び拡散強調像を用いた MRI による前立腺全摘後の前

立腺癌再発予測．第 69 回日本医学放射線学会総会．2010 年 4 月 8-11 日；

横浜． 

 

Ⅶ．その他 

1) 山崎秀哉．肺がん．京都府看護協会認定看護士教育課程がん放射線療法看護

講義．2010 年 10 月 5 日；京都． 

2) 山崎秀哉、小泉雅彦、鍵谷 勤．低酸素増感剤サナゾールを用いた放射線治

療の臨床研究．第16回国際癌治療増感研究会．2010年6月19日；岐阜． 

 



3) 山田 惠．米国専門医会を通して学んだ医療における IT 化の功罪，「鷹」と

「幽霊」の話．JCR ニュース 176：5-6，2010． 

 

 

4) 山田 惠．アメリカ合衆国の放射線科医に学ぶ．JCR ニュース 175：6-11，

2010． 

 

5) 渡邉嘉之、石藏礼一、山田 惠、古川 顕、水沼仁孝．専門医制度改定に関

する後期研修医受け入れ状況アンケート集計結果報告．JCR ニュース 

175：25-27，2010． 

 

6) 奥山智緒、中村尚子、松島成典、西村恒彦、福居顕文 、中尾龍太、安川 覚 、

後藤眞理子．食道狭窄の一例．第 112 回核医学症例検討．2010 年 2 月 6 日；

大阪． 

 

7) 奥山智緒．画像から診た悪性リンパ腫(特別講演)．第 17 回近畿リンパ腫研

究会．2010 年 2 月 10 日；京都． 

 

8) 奥山智緒．核医学診断医の眼（Ⅲ：腫瘍核医学）．第 17 回核医学技術セミナ

ー．2010 年 2 月 21 日；大阪． 

 

9) 奥山智緒．神経芽腫診断における 123I-MIBG の活用 第 11 回腫瘍核医学セ

ミナー．2010 年 6 月 18 日；大阪． 

 

10) 奥山智緒．腫瘍核医学―ＦＤＧ－ＰＥＴの Pitfall とＳＰＥＣＴの活用―第

27 回三重総合画像研究会．2010 年 10 月 15 日；津． 

 

11) 森岡茂己、諸戸雅治、吉田路子、戸澤雄紀、長谷川龍志、千代延友裕、西村 

陽、森本昌史、細井 創、山田 惠．抗癌剤が中枢神経に与える影響につい

ての DTI を用いた評価．第 5回小児神経放射線研究会．2010 年 10 月 23 日；

京都．（小児科との共同研究） 

 

12) 千代延友裕、諸戸雅治、吉田路子、森岡茂己、戸澤雄紀、長谷川龍志、小坂

喜太郎、西村 陽、森本昌史、山田 惠、下島圭子、山本俊至、細井 創．

進行性の白質病変を呈しアレイ CGH で 5q11-13 欠失を認めた女児例．第 5回

小児神経放射線研究会．2010 年 10 月 23 日；京都．（小児科との共同研究） 



 

39) 松本知博、山上卓士、森下博之、飯田茂晴、田添 潤、浅井俊輔、増井浩二、

池田 純、永田昭博、佐藤 修、西村恒彦．特発性大網動脈破裂に対し TAE

を施行した一例．第 20 回救急放射線研究会．2010 年 9 月 20 日；横浜． 

13) 大西 彰、奥原紀子、平山きふ、関 英夫、小山正樹、今田直樹、山上卓士． 

透析患者に発生した腎破裂の１例．第 26 回京滋腎移植・透析懇話会．2010

年 11 月 20 日；京都． 

14) 岩田 健、沖原宏治、石田博万、内藤泰行、鴨井和実、小林加奈、山崎秀哉、

西村恒彦、三木恒治．前立腺癌中間リスク症例に対する内分泌併用小線源療

法の治療成績．第七回前立腺癌密封小線源永久挿入治療研究会．2010年7月

20日；東京．（泌尿器科と共同） 
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